
阿
品
台

コ
ミ
晏

一】ア
ィ
の
抱
負

会
長

　

山
本

治
喜

昭
和

５４
年
２
月
２
日
付
け
の
航
空
写
真

が
私
の
家
の
応
接
間
に
掛
け
て
あ
り
ま
す
。

現
在
の
阿
品
台
が
阿
品
４
丁
目

「
フ
ジ
タ

ウ
ン
」
と
共
に
、
住
宅
団
地
と
し
て
造
成

が
略
完
成
し
、
入
居
者
募
集
の
緒
に
就
い

た
頃
で
す
。
県
営
住
宅
が
５
棟
く
ら
い
建

っ
て
い
ま
す
。
１
丁
目
、
２
丁
目
に
は
住

宅
が
点
々
と
見
え
ま
す
。
拙
宅
も
３
丁
目

の
東
南
の
角
に
小
さ
く
写

っ
て
い
ま
す
。

未
だ
山
の
手
か
ら
青
葉
台
に
通
じ
る
道
路

は
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
更
に
広
島

市
内
と
の
交
通
網
は
バ
ス
が
充
分
に
計
画

さ
れ
、
バ
イ
パ
ス
を
利
用
し
て
県
庁
に
真

っ
直
ぐ
に
通
え
る
様
に
な

っ
て
い
ま
し
た
”

そ
の
後
の
経
過
は
、
住
民
の
皆
様
は
大
部

分
の
方
が
ご
存
知
の
よ
う
に
、
着
々
と
新

居
が
建
設
さ
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
が

終
わ
り
、
平
成
も
既
に
２０
年
の
春
を
迎
え

ま
し
た
。

航
空
写
真
は
３０
年
前
の
物
と
な
り
ま
す
。

阿
品
台
も
年
を
と

っ
た
の
で
す
。
建
物
も

道
路
も
公
園
も
整
備
さ
れ
、
本
当
に
住
み

よ
い
街
に
成

っ
た
つ
も
り
で
い
た
ら
、
住

宅
、
住
ん
で
い
る
人
オ
　
）自
か
た
ち
が
３０

才
年
を
と

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
、
町

内
を
回
り
ま
す
と
、
大
き
な
住
宅
に
売
り

家
の
看
板
が
出
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
児

童
数
も
激
減
し
、
子
供
会
も
半
分
以
下
に

な
り
、
遠
慮
勝
ち
な
活
動
に
な

っ
て
い
ま

す
。
年
を
と
る
と
ゆ
う
事
は
、
こ
ん
な
に

に
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
を
、

一
生
懸
命
に
や
っ
て
来
て
頂
い
た
役
員
、

会
員
の
皆
さ
ん
、
さ
て
此
れ
か
ら
ど
う
し

ま
し
ょ
う
か
。
確
り
と
考
え
て
頂
き
た
い
。

組
織
は
年
を
と
る
毎
に
、
経
験
を
積
み
、

反
省
を
し
な
が
ら
、
成
長
を
し
て
参
り
ま

す
。
構
成
員
が
経
験
を
積
み
、
新
し
い
構

成
員
を
育
て
、
申
し
送
り
、
従
来
に
も
増

し
て
、
活
発
な
、
役
に
立
つ
活
動
が
出
来

ま
す
。
今
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
各
部
で
考

え
、
実
行
し
て
頂
い
て
い
る
事
業
に
、
更

に
新
し
い
内
容
や
課
目
を
加
え
て
、
充
実

し
た
物
に
し
て
い
き
た
い
。

今
年
の
１
月
後
半
に
、
阿
品
台
東
小
学

校
で
お
母
さ
ん
方

へ
の
料
理
講
習
が
正
味

２
時
間
あ
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち

へ
の
朝

食
、
夕
食
を
如
何
に
手
際
よ
く
、
美
味
し

く
、
栄
養
価
値
の
有
る
も
の
に
す
る
か
。

素
晴
し
い
講
習
会
で
し
た
。
男
は
私

一
人
。

こ
ん
な
講
習
会
を
又
是
非
や
っ
て
ほ
し
い
。

更
に
、
そ
の
日
の
午
後
は
、
尺
八
と
琴
の

教
育
。
此
れ
に
は
関
口
文
化
部
長
さ
ん
の

出
演
も
有
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
日
の

輝
き
が
違

っ
て
い
ま
し
た
。
勿
論
、
耳
も

動
い
て
お
り
ま
し
た
。

毎
年
、
各
部
で
、
前
年
度
の
行
事
な
ど

の
反
省
を
し
、
他
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

町
内
の
こ
と
を
見
聞
し
、
新
年
度
の
計
画

を
練

っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
自
分
が
当
番

だ
か
ら
、
面
倒
だ
か
ら
前
の
通
り
で
行
こ

う
、　
一
寸
気
に
食
わ
な
い
が
、
余
り
言
う

と
嫌
わ
れ
る
か
ら
。
仲
良
く
す
る
の
も
大

事
だ
し
ね
。
等
と
、
自
分
に
妥
協
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
仲
良
く
し
た
り
、
協
力
し
た

り
し
な
け
れ
ば
、
共
同
作
業
は
出
来
ま
せ

ん
。
然
し
、
妥
協
と
協
調
と
は
違
い
ま
す
。

正
直
に
、
真

っ
直
ぐ
に
、
自
分
に
与
え
ら

れ
た
役
目
を
真
剣
に
や
っ
て
い
き
た
い
、

や
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
役
に
就

い
た
方
も
、
役
を
引
い
た
方
も
、
皆
が
会

長
に
な

っ
た
つ
も
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

育
て
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
か
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
が
育

っ
て
参
り
ま
す
。
自
分

自
身
の
反
省
を
込
め
て
、　
三
百
や
る
気
で

申
し
ま
し
た
。

「性
み
よ
い
。楽
し
い
術
を
Ｅ
指
し
て

い̈
鋤け”一卸静いには韓江眸編

口
品
台
コ
ミ
ュ
】
】テ
ィ
は

頑
張
り
ま
す
冒
Ｌ

老
齢
・少
子
化
、財
政
難
等
々
と
社
会
環
境
が
激
し
く
変
化
し
て
お
り
、

コ
ヽヽ
Ｌ
ニ
テ
ィ
活
性
化
が
一層
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
阿
品
台
コ
ミ
晏
一】ア
ィ
の
会
長

・
副
会
長
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

(故 )

林

口
巴

一

第44号
平成20年3月 31日
阿品台コミュニティ
事務局 (TEL39-4338)
阿品台地区人口・所帯数
平成20年 2月 1日現在
人口9,343人  男4,377人

女4,966人
世帯数3,529世帯
高齢化率17.3%
(参考:市平均20.7%)
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著Б

フレッシュ音楽祭
●と き:平成20年3月 16日 (日 )
●ところ:阿品台公民館

年部

夜回り
(子供と一緒に町内バト回―Jレ )

地域の音楽家を目指す方々を応援する目的で「フレッシュ音楽祭」を初め

て開催しました。ノ」ヽ学生 14組のピアノ演奏がありました。幅広いより多くの

出演者を次回は期待しています。

料理教室 (楽しくクッキング)
●ところ:阿品台公民館調理室

(午前)9:30～12:30

平成19年12月 8日 (土 )
バターライス、カリフラワーのポタージュ、ショート
ケーキ、ハウス型ミートローフ、ブロッコリーの
スティックサラダ
平成20年 1月 26日 (土 )
ソーダブレッド、クリームシチュー、野菜サラダ、
チョコボール

平成20年2月 23(土 )
ひなずし、おすまし、青菜のごま和え、杏仁豆腐
季節感を感じさせるメニューです。食事をしながらヽ

作った料理の栄養素を勉強しています。

●と き:平成191年11月 10日 (土 )
(午後)5:45～ 7:30

①二丁ロコース
②二・三丁ロコース
③県営西・四丁ロコース

④五丁目・グランドヒルズコース
ハッピを着て、拍子本を叩きながら「央の用心」の呼

びかけをしながら町内をパトロールしました。

子供たちは、日頃大きな声を出すと怒られるせいか、「大

きな声を出すのが楽しかった」そうです。最後に、参カロ

した子供にはお菓子が西己られました。

ドッジボール大会
●と き:平成19年12月 1日 (土 )

(午前)8:45～ 12:00

●ところ:阿品台西Jヽ学校・体育館
●参加チーム:

西小学校41人・東小学校6人・中学校から40人

合計9チーム87名が参加
●成 績:<優勝>西Jヽ学校Bチーム(小学校)

ドッジファイターズ (中学校)

とんど
●と き:平成20年 1月 13日 (日 )

(午前 )11:00～
●ところ :阿品台二丁目公園

●参加人数 :子供35人・大入22人 合計57人

「阿品台で育つ子供達に思い出作りを」をコンセプトに、
伝統行事である「とんど」が毎年行われています。
書き初め・じめ飾り。箸。おわんを持参して、参カロしても
らいました。まず初めに 干ヽ支の年男。年女がとんどに点
失して、とんどの由来を子供達に話します。最後にぜん
ざいを皆で食べて、楽しいひと時を過ごしました。

ミニバスケツトボーJレ
●と き:平成20年2月 16日 (土 )

(午前)9100～ 12100

大会

● ところ :阿品台東小学校・体育館

東ノ」ヽ学校14人・西ノ」ヽ学校2人・中学校から23人が参
カロして行われました。小学生に「バスケツトボールに

親しんでもらおう」と、東ノ」ヽ学校の長野先生と阿品台

中学校のバスケ部員が ノヽ」ヽ学生にミニバスケットのル
ールやドリブル・シュート等の実技指導をしながら練習

をした後、チームに分かれて対抗戦をしました。

登校時のあいさつ運動 (年間)
●毎週水曜日<登校時>
①阿品台公民館横・横断歩道
②同上 公民館前・陸橋
③同上 一丁目横断歩道
④阿品から阿品台三丁目への階段
⑤阿品公園前
⑥乙坂
緑のたすきを掛けて立っています。学生の皆さん 元ヽ

気よ<大きな声で挨拶をして下さいね。



三ツ星料理人
北岡三千男先生のおせち料理
●と き:平成19年11月 25日 (印
●ところ:阿品台公民館

岩目すじを作りましょう
●と き:平成20年3月 21日 (金 )
0と ころ:阿品台公民館

ふれあい昼食会
●と き:平成19年11月 9日 (金 )

(午前)8:30～17:30
●ところ:温泉リゾート「風の国」

(島根県江津市桜江町)
紅葉の断魚渓・道の駅酵嵩穂」

皆さん (参カロ者38名 )とご一緒に観光や昼食を取り

ながら、お話をしたり歌ったりの楽しい、ひと時を過ごし

ワインとジヤズのタベ
杉山ルミ子・岸永健二さんによる
ジャズコンサート
●と き:平成19年12月 21日 (金 )
●ところ:阿品台公民館

今年もたくさんの人々が出席のもとヽ地元のジ

ャズピアニスト杉山ルミ子さんと岸永健二さんの

トロンボーンでのジャズのタベ。二部ではお客様

のリクエストによるなつかしいオールデイズも。

グラウンドゴルフ大会
●と き:平成19年12月 1日 (土 )
●参カロ者:84名

●ところ:東 Jヽ学校グラウンド

雨天で延期されていた大会が12月 1日 男ヽ女合わせ

て84名が東小学校グラウンドに集合 1ヽ6組に分かれ

てプレーじ 二ヽ丁目の萬谷赳夫さんが53のスコアで優

月券しました。

デ
ー
タ
ー
で
見
る
阿
晶
台

「投
票
率
の
比
較
」

政
治
に
は
多
く
の
皆
さ
ん
が
関
心

を
持
た
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、

「具
体
的
に
ど
の
程
度
関

心
が
あ
る
か
」
ご
存
知
で
す
か
γ

そ
こ
で
各
種
選
挙
の
投
票
率
を
他
地

域
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

１

２
阿品台地区|よ東 0西小学校の投票所の合計の値
廿日市地域は旧廿日市市区域の合計の値

院
員
蔓峨参
議

院
員
珪峨衆
議

県
事
島広
知 一赫一目⌒

県罐師義峨
市
長
日廿
市 市
韻
日
会廿編

H19.7.29 H17.9.11 H17.11.6 H19.4,8 H19=10121 H17.3.27

阿品台地区 7,528 5] 61 20 40 33 51

宮園公民館 5,003 57 67 23 48 39 61

廿日市地域 60,434 60 70 25 49 42 55
広島市全体 923,270 54 64 21 54
東広島市全体 139,980 54 68 23 47

広島県全体 2,331,530 57 68 27 54
全 国 103,710,035 59 68
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は
じ
め
に
、
日
頃
の
阿
品
台

の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す
る
皆
様
方

の
献

身
的
な
協
力
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て

昭
和

５３
年
よ
り
慣
れ
親
し
ん
だ

「
阿
品

台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
す
す
め
る
会
」

の
名
称
も
卒
業
を
む
か
え
、

「
阿
品
台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
し
て
再
出
発
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
未
熟
の
段
階
か

ら
こ
こ
ま
で
見
守
り
育
て
て
頂
け
た
の
も
、

ひ
と
え
に
阿
品
台
を
良
く
し
て
行
こ
う

と
す
る
皆
様
方

の
お
力
あ

っ
て
の
こ
と

と
思

い
ま
す
。
現
在

の
活
動
事
業
計
画

の
骨
組
み
は
、
平
成

５
年
に
推
進
プ
ラ

ン
と
し
て
纏
め
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
は
”
快
適
で
住
み
よ
い
文
化

の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
“
で
あ
り
６
分
野
に

纏
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
環
境
保
全
、

②
福
祉
の
充
実
、
③
文
化

の
振
興
、
④

青
少
年

の
健
全
育
成
、
⑤

ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
充
実
、
⑥
防
犯
と
防
災
、
こ
れ
ら

の
目
標
に
つ
い
て
、
地
道
な
活
動
に
よ
り
、

着
実
に
成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
は
皆

様
ご
存
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

各
分
野
の
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
な
か

っ
た
も

の
が

防
犯

・
防
災
で
す
。
幸

い
な
こ
と
に
平

成

Ｈ
年

「
地
域
安
全
協
議
会
」
が
浜
崎

副
会
長

（連
合
町
内
会
長
）
を
中
心
に

結
成
さ
れ
、
防
犯

ｏ
防
災
に
努
力
さ
れ

成
果
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
防
災
元
年
と
し
て
今
年
か
ら

防
災
に
取
り
組
ん
で
み
た
ら
ど
う
か
と

思

い
ま
す
。
こ
の
両
者
は
競
合
的
な
関

係
で
な
く
、
相
補
的
な
関
係
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
私
自
身

も
防
災
の
観
点
か
ら
は
系
統
的
に
学
習

す
る
こ
と
も
な
く
、
阿
品
台

の
防
災
に

つ
い
て
非

常

に
　
　
‥

黎

罫

彗

ヨ

貧
弱
な
知
識
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
お
り

ま
せ
ん
。
平
時
に
お
い
て
非
常
時
に
備

え
る
と

い
う

の
は
私
の
よ
う
な
凡
人
に

は
捉
え
難
く
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
に

な

っ
て
ま

い
り
ま
せ
ん
。
創
造
を
超
え

た
困
難
に
直
面
し
た
と
き
、
解
決
に
つ

な
が
る
知
恵
と
手
段
を
自
分
の
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
ま
か
せ
に

し
な
い
で
、
我
々

一
人

一
人
が
賢
く
な

っ
て
力
を
合
わ
せ
て
こ
そ
未
知
な
る
困

難
に
立
ち
向
か
え
る
の
で
す
。
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
と

い
う
基
本
的
な
と

こ
ろ
か
ら
出
発
し
、
自
分
た
ち
の
身
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う

コ
ミ

ュ
ニ
テ

イ
に
し
た

い
も

の
で
す
。
特
に
震
災

の

時
は
、
道
路
も
壊
れ
て
不
通
と
な
り
、

同
時
多
発
火
災
の
発
生
な
ど
消
防
水
利

も
不
足
す
る
た
め
、
救
急
車
も
消

防
車
も
機
能
不
全
と
な
る
可

・
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん

＝

な
時
や
は
り
頼
り
に
な

」
る
の
は
隣
近
所
の
力
で

一

す
。

岬
　

阪
神
大
震
災

の
時
、

¨
家
の
下
敷
き
と
な
っ
て
、

自
力
脱
出
困
難
に
な

っ
た
人
は
３
万
５
千
人

．

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
２

一
万
６
９
５
０
人
を
助
け
出

し
た
の
は
、
家
族
や
隣
近
所

の
人
で
し
た
　
破
害
の
最
も
多

か

っ
た
長
田
地
区
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
非
常
に
良

い
と
こ
ろ
で
し
た
。
向
こ

う
三
軒
両
隣
り
は
大
事
で
あ
り
、
常
日

頃
よ
り
お
付
き
合

い
は
疎
か
に
で
き
ま

せ
ん
。

「
防
災
に
お
い
て
地
域

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
皆
さ

ん
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
で
す
が
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
良
け
れ
ば
い
い
か
と
い
う
と
、

そ
れ
だ
け
で
は
駄
目
な
の
で
す
。
良

い

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を

つ
く

つ
て
、
そ
れ
を

ど
う
や

っ
て
家
を
強
く
し
、
町
を
強
く

す
る
か
と

い
う
議
論
を
実
際
に
進
め
て

い
か
な
い
と
災
害
被
害
は
減
ら
せ
ま
せ
ん
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
良

い
だ
け
で
は
、
防

災
に
関
し
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
自
体
が
崩

壊
す
る
と

い
う
こ

と
を
理
解
し
て
頂
き
た

い
。
目
か
ら
ウ

ロ
コ
と
は
こ
の
こ
と
で
す
。

阿
品
台

の
防
災
に
関
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

一
丸
と
な

っ
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
描

い
て
お
く
こ
と
は
、

「
命
と
生

活
を
守
る
」
と

い
う
基
本
か
ら
考
え

て

も
大
事

で
す
。
地
域

の
皆
様
と
共
に
文

化
部

・
婦
人
部

・
体
育
部

・
福
祉
部

・

青
少
年
部

・
広
報
部

・
総
務
部
の
各
部

が
更
に
連
携
を
深
め
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
取
り
組
み
、
勉
強

・
学
習
の
成
果
と

し
て
”
阿
品
台
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
“

（小

冊
子
）
を
作
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 -4-


